
市民税・都民税申告書 記入例

◆ 基本事項

申告される方の情報をご記
入ください。

現住所と同じ場合は、空欄または同上と記入

記載不要

◆ 収入が0円であった方、非課税所得のみであった方 例:遺族年金、障害年金、育児休業給付金等

〈申告書おもて面右側〉

「2 所得金額」⑫の合計欄に

「0」と記入

ここに「0」と記入

◆ 給与収入があった方

〈申告書おもて面右側〉

「2 収入金額」給与「カ」欄に

収入金額を記入

給与収入を記入

〈申告書うら面左側〉

給与所得の内訳を記入

月ごとの収入金額、賞与、勤務
先などを記入してください。

※源泉徴収票を添付していただ
ければ記入は不要です。



◆ 寡婦、ひとり親、勤労学生に該当がある方

◆ 扶養している親族等がいる方

〈申告書おもて面左側〉

【寡婦】

◆ 障害のある方、障害のある親族等を扶養している方

〈申告書おもて面左側〉

配偶者を扶養している方

〈申告書おもて面左側〉

「⑳障害者控除」欄に名前、
障害の程度を記入

⑰「□寡婦控除」および「□死別」、
「□離婚」などの事由の該当する箇
所に✓を記入

【ひとり親】

⑱「□ひとり親控除」に✓を記入

※扶養親族（子）の記入も必要
です。

【勤労学生】

⑲「□勤労学生控除」に✓を記入

※学校名の記入も必要です。

例：身体１級
精神１級
愛の手帳１度

以上が簡単な申告書の記載例となります。
詳細につきましては、申告書の手引きをご覧ください。

→➊に記入

16歳以上の親族を扶養している方

→➋に記入

16歳未満の親族を扶養している方

→➌に記入

➌

➋

➊

当該親族等が特定親族である場合は、
「特親」欄に〇を記入

【特定親族とは】
所得税法に基づき、納税者と生計を一
にする親族のうち、一定の要件を満たす
者を指します。
◆配偶者以外の親族
◆年齢が19歳以上23歳未満であること
などの条件を満たす者
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